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	　それでは、説明会に引き続き、平成22年度の第２回成東地区地域審議会を始めさせていただきます。

　私は、この会議の進行を務めさせていただきます山武市企画政策課の田中でございます。よろしくお願いいたします。

　初めに、本日の会議の出席者の報告ですが、現在、成東地区15名の定員のところ10名の出席をいただいておりますので、地域審議会の設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議は成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議は議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申しわけありませんが、ご発言の際には必ず挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をよろしくお願いします。

　それでは、お手元の会議次第に従いまして進めさせていただきます。

　初めに、髙木会長よりごあいさつをいただきたいと思います。よろしくお願いします。

多くの時間を割いていただきまして、また成東地区地域審議会、改めましてご参加いただきまして、ありがとうございます。

　本日は、欠席の方が５名で検討いたしますけれども、本日与えられた会議内容を含めまして、皆さん方に慎重審議いただいて、スムーズに事が運びますようご協力をお願いします。

　大変お疲れの中、申し訳ございませんけれども、少しお時間をお借りして、会議を進めさせていただきますので、よろしくお願いします。

　簡単ですけれども、会議を進めるに当たりましてよろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　それでは、次第の３、議題のほうに入らせていただきたいと思います。

　地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いしたいと思います。

　それでは、髙木会長、よろしくお願いします。

　それでは、お手元の議事次第に沿って進めさせていただきます。

　まず、議題に入ります前に、山武市成東地区地域審議会の運営要綱第２条の規定によりまして、会議録の署名委員２名を指名させていただきます。

　平成22年度の第１回は、齊藤芙美江委員と野口よし子委員、お二方にお願いしていますので、本日は第２回ということで、大類委員と諏訪委員のお二方に議事録署名委員をお願いしたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　ありがとうございます。

　それでは、事務局より会議録案が作成されました後、確認後、署名をお願いいたします。

　それでは、議事に入らせていただきます。

　（１）の地域振興基金運用計画（案）について事務局より説明をお願いいたします。

　それでは、地域振興基金運用計画（案）についてご説明いたします。

　先ほど説明会の中で、地域振興基金を活用した平成23年度から24年度までの各事業について、各事業担当課のほうからご説明をさせていただきました。

　この会議は、各事業に対して、成東地区地域審議会としての意見を各事業ごとに意見書としてまとめていただくこととなります。

　次第におつけしております意見書の書式を見ていただきたいと思いますが、次第の２ページ目になるんですが、こちらは本日の意見書という形でかがみがついております。

　先ほど説明させていただきました各事業について、次のページ、３ページからになるんですが、このように№１、事業名、ロードレース大会補助事業ということで、先ほどの事業の順番どおりに１から６まで並んでおります。この中でそれぞれ１つずつを審議していただいて、適当であるかないか、そういったようなところを１つずつ判断していただきたいと思います。

　また、適当である場合であったとしても、建設的なプラス付加的な意見、こういったほうがさらによくなるだろうとか、そういったことがあれば、普通の理由欄、もしくはその他欄等で附帯事項として意見をつけ加えることも可能でありますので、そういったような形でまとめていきたいと思います。

　また、適当でないというような形の場合の意見につきましては、どういったことがどのような形であるので適当でないと。こちらのほうは、今後の事業の検討にも役立てていきたいと思っておりますので、なるべく具体的に意見をいただきたいと思っております。

　また、今回のこの計画書は、あくまでも23年度から24年度までの計画となっておりますので、この２カ年度についてということになります。25年度以降の実施につきましては、今回のようにまた改めてご意見を伺うことになりますので、その際は、今回いただいた意見を踏まえて、その時期になりましたらご説明をさせていただくということになります。

　とりあえず２年間の様子を見ながら、その後については実施結果を踏まえ、その中で判断をしていただくというようなことになっていくかと思います。当然担当部署におきましても、実績に応じて、より効率的な事業を検討するということになりますので、そういった中でご意見のほうはご協力願いたいと考えております。

　いずれにいたしましても、まずは１つずつ各事業について皆様で議論いただきまして、意見をまとめていただくことになります。ご意見をまとめましたら、私のほうが最終的に読み上げさせていただくようになりますので、その内容でご承認をしていただくような形で対応したいと思います。

　また、その内容については、私のほうでパソコンで事務的な処理をさせていただいて、最終的には市に提出させていただきますので、その点はよろしくお願いいたします。

　以上、今のような形で、今回の事業の検討をしていただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。

　以上でございます。

　ただいま事務局から意見書の取りまとめ方についてありました。計画（案）として事業が６つですか、それぞれ１つ１つ審議していきたいと思いますので、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　それから、また発言する前には、挙手の上、お名前を述べてからお願いいたします。

　既に６つの事業については、説明会で担当課から説明を受けておりますので、皆さん方も十分ご承知だと思います。

　それでは、早速ですけれども、１つ１つご意見を伺って判断したいと思います。

　一番最初の事業名ですが、ロードレース大会補助事業については、皆さん方、審議、結果としてはいかがでしょうか。

　これは運用益を利用したいということでの説明を受けて、この運用益を活用して、この事業を進めたいという担当のほうの考えです。

　審議結果は適当であるか、適当でないか、どちらかだと思います。

　もう既にこの事業も、何か聞いていますと、何回か討論をやっているそうですが、さらにもっと積み上げたいということのようです。

　細かい内容はやらないということでしたよね、質問してもこの場には担当がいないということですから。そういったところから改めて私なりに考えてみて、やはりまちの活性化とか、市民の健康とかというような狙いもあったようですし、富里と大網と両方とって、１つの目的じゃなくて、２つの目的でやっていこうというような当局の考え方ですけれども、やはりそういったものは積み重ねてやっていくことが、継続していくことが、やはり発展していく、まずスタンスだと思います。その意味で改善するところはいろいろあるだろうと思いますけれども、私はこういう事業を大いに進めて、まちの活性化につなげていったら良いのではないかということで、結論としては、１番の適当であるという意見を申し上げたいと思います。

　ありがとうございます。

　そのほかに。

　区長会の大類と申します。

　先ほども担当者のほうから説明があったので、後から補足説明してもらったし、さっきのマラソン大会の説明がありましたけれども、それと同時に私は聞いていて、今後の予定として、例えば昨年が1,500何名と、今年は2,000名になるだろうと。では、どこまで受け入れられるのか。そういう見通しとか一切説明がなかったものですから。例えば道路の状況によっては、それが限度だとかというものがあると思うんですけれども、そういう説明は一切なかったので、何かその点が非常にずさんだなというような気がしてしまうんですよね。

　他地区の内容も後から説明がありましたけれども、そのときにはなかったので、随分ずさんな計画だなというような印象を僕は受けた。ロードレース大会自体は賛成なんですが、そういう細かい内容については、もうちょっと精査してきちっと説明してもらいたかったなというふうに感じています。

　それは参加人数が……。
　増えたときに、例えば蓮沼の、私は道路とかそういう状況がわかりませんけれども、例えばどのぐらいまで対応できるのか。ただ増える増えるというようなお話だったんですけれども……。
　私、そういうことで質問した一人でございまして、キャパシティーが要するにロードレースは1,000人ぐらい今やっている。全体で1,500人ぐらいという、小さなものではあるんですが、メインになるのは、やはり10キロロードレースだと思うんですよ。それがやはりどこまで受け入れられるかということなんだろうと。ですから、警察と打ち合わせしても、いわばまだまだ余裕あると、こういうお話を私は承りました。だから、もっと増やしなさいという激励になるわけですが、交通安全とか、そういった問題で、当然警察から整理されるんですから、ああいうものは。

　ですから、まだまだ受け入れられるかと聞いたら、まだまだ余裕ありますと、こういうお話に私は受けていたんですよ。

　そういうことですね。私もそう受けとめましたから、当然市のほうに、担当するほうだって、その辺は考えて、最低限、安全確保ということ、ずっとお客さんを呼んでもらうということを考えておりますから、今おっしゃったように、答えの中では安全だということですから、それを信じて応援してあげたらよろしいかと、私はそう思います。

　わかりました。

　長谷川です。

　基本的なことをお伺いしたいんですが、いろいろな企画なんですけれども、一般財源でやらなければいけないものと振興基金を使ってやらなければいけないものというのは、何かその辺はきちんと分かれているんでしょうか。

　要するに一般財源でやれるものを振興基金を使わなくても済むんじゃないかと思うんですけれども、そうしないと、この基金が有効に使えないというのは、非常に狭くなるような気がするんです。そういう目安というんですか、そういうものはちょっと心配です。

　振興基金を使うことによって広めようという考えで今回出してきています。

　ですよね。ですけれども、この中には一般財源で補えるものというのはないんですか。

　例えばちょっと話が飛んで申しわけないんですが、医学生の奨学金というのがありましたよね。例えばこういうのはかなり大きな額になりますけれども、こういうものというのは、一般財源では処理できないようなものなんでしょうか。

　そういうものがわからないと、これが適当かどうかという判断がつかない場合も出てくるわけです。

　これは長谷川さんね、積み立ての上部の利息をそういうのに使おうというんだから、一般財源は考えなくてもいいわけです。ただそれだけ、それをどうやって割り振るかというものがあるんです。

　そうですね。ですから、ひょっとしたら、もっと他のものでも、その財源を、振興基金を使えるようなものに充てたほうが良いのではないかという判断もできるんですけれども。

　例えば、すみません、話、どんどん先のことについて、本当に市が不足といったら、市の重大なことですよね。それだったら、基金なんか使わないで、一般財源でやるべきではないかなと私は思うのです。ですから、こういうものは果たして振興基金を使う対象として、上がっていることについて利害者の話をして申しわけないんですけれども、そういうような一般財源と基金の使い方、適用の範囲が決まっているかどうかと。

　だから、一般財源は、長谷川さんの思っていることはわかるのだけれども、みんなわかると思うの。だけど、それは一応切り離して、あくまでも二千何百万円の要するに年間の積み立ての利息の使い道だけなんですよ。それを積み重ねてきて、今ここでこういうものに使いましょうと、このように決まったわけだよ。

　長谷川さんのおっしゃっている意味もわかります。今日は一般財源と運用益との内容が、事業によってもうちょっと内容が違うのではないかと、重要度とか、そういうことを考え……。
　それもありますし、振興基金は振興基金というものとも違う目的のものに使ったほうが良いのではないですかと、そういうことです。

　でも、運用益の活用する内容が入っているから、それに当てはめたということだと理解しています。

　今おっしゃたように、市のほうも財源が厳しいという中で、唯一振興基金というのが益があると。これの今度、使い道を有効活用したいという考えから、こういったことになっていると思います。

　割と医療に関しては、危機感が薄いなという感じがしますよね。基金に、そういうことを言いたかった。

　諏訪委員。

　諏訪です。

　私は、ロードレース大会に関しては、スポーツを通して体力向上ということを考えますと、本当に小中学生、これから未来を育んでいく子供たちにつきましては、参加費が無料化ということで、いずれはそういうことで補助ですね、あげたいと思います。全国的にも、子供たちの体力がすごく低下しているということも聞きますと、やはりほかからいろいろなＰＲをして、とにかく導入してもらうことも大事なんですけれども、核となるところは山武市ですので、山武市がやはり問題をきちっとしていませんと、なかなか応えていけないと思いますので、そういう意味に関してやはり無料というのは、意味があると思います。

　適当であると。最終的に適当であるか、そうでないか。

　これ事務局でまとめてくれるんでしょう。

　最後まとめて読み上げさせてもらいます。

　こっちで書記しなくていいですよね。

　長谷川さん、その意見は、私はもとに、一番最初に言おうかなと思ったんですよ。

細かなことは地区でやってくださいというような話が、ほかにもたくさんあるんですよ。例えば確保の方法は現在どうなっているのか。医師確保の方法とか、そういうのは聞かないと、私たちの奨学金が適当かどうかという判断がつかないわけです。そういうことをやると、非常にそれだけで済んでしまうので……。
　この運用基金の処理に関する取扱要領の中の２条の中に、それが当てはまっているかどうかというのが問題であって、それがこれも入っていますよということであれば適当であると。

　それもありますし、先ほど言ったように、市の重大問題であれば、こういうものに頼らずに、もっと市の独自としてやってもらいたいなという市民としての意見です。

　私は、少ないかなという感じがします。少ないかなと、20万円。

　金は別としまして、重要度のどういうものかという認識ですよね。

　その話と併合するかどうかわかりませんけれども、内科のお医者さんが、今度、新たに来るというような話をちらっと聞いたんですが……

　すみませんけれども、お医者さんの話じゃなくて、ロードレース大会の結果について少ししていただきましょうか。話がどんどん先へ行ってしまいました。

　適当であるか、適当でないかをここで賛成をとって、例えば適当であるが過半数になれば、その適当である理由を書いていくしか、時間的に６つをやるとなると、そういう方法でしかないと思うんですけれども。

　先ほどの説明で、このロードレース大会は、いわゆる山武市の子供たちは無料だというところまでいろいろ鑑みて、そこまで持っていったみたいですから、これは私は、子供らの体力向上とか、そういうのに、まだ合併して日が浅いし、各地域からなるべく学校の子供らも多く出席させるようにして、このロードレース大会には補助していったほうが良いのではないかなと、こう思います。

　それでは、時間も限られていますので、ロードレース大会補助事業については適当であると、賛成の方、挙手を願います。

（賛成者挙手）

　ありがとうございました。適当であるというふうにさせていただきます。

　続いて……。
　湖島です。

　小・中学生無料、別にそれはいいと思うんですけれども、無料だから、小・中学生がここへ参加したいなと言うかなと。無料にしたから増えるという考え方はどうなのかなと。

　ただ、小学校とか中学校で、あなた早いんだから出なさいと先生が言えば、生徒は嫌だと言わないかもしれない。

　先生が誘いやすいということを言っているわけですよ、無料にすることによって。ただ参加しなさいよということを言いやすくなったということは言っています。

　ただ、それがそれでいいのかどうかというのは私はちょっと疑問。

　それは最終的にはわかりません。でも、やりやすくなったということは確かです。

　参加しやすい。先生が呼びかけるのに参加しやすい状況をつくると。

　今までは500円かかっていた。言いにくいという声があったものですから……。
　それに対して今の湖島委員は、ただ単に無料になったから、はい、喜んで生徒が……。
　それはわからないですが……。
　疑問があると。

　それは後でいいと思うんですね。

　参加しやすい、野菜と書いてあります。

　これは一体どうなのかな。

　野菜……。
　参加賞101円と書いてあるんですよ。これは野菜と書いてあるんです。

　野菜を買ってくるんです。いかにも大人が考えてやったことという気がしないでもない。

　そういう意見もございましたということでございますね。いいですね。

（「はい」の声あり）

　ありがとうございます。

　次に、２番目、山武市納涼コンサート「山のおんぶ事業」、これについてはいかがでしょうか。

　料金について話がなかった。無料なんですか。

　今関委員。

　無料ですけれども、これは利益とか何か求めていないんですか。

　ないです。

　これ、私参加してました。模擬店で。

　模擬店、何店かの店が……。

　21店。

　売れましたか。

　売れましたね。模擬店で出品されるところは、山武地域内の商店であるとか、そういう方が模擬店に出るんですけれども、その人たちは儲けがちょっとあるのかもしれないですけれども、マイナスじゃしようがないので、私らは全くのボランティアで儲けなし。原価が上がればいいやという形です。

　野口委員。

　野口です。

　こういうイベントをやるのは、反対ではないのですけれども、やったおかげで、この山武の人たちがどれだけ盛り上がるかというか、単純に利益と言っては失礼ですけれども、経済効果だけではなく、気持ちの上でも、あるいは経済効果が上がるかということですよね。

　私、正直、今までやってきたのに、あちこち参加したり、人の話を聞くと、よそから来た人にただ振る舞うばかりで、その後のリピーターとして、山武は良いところだったら山武のために何かなるとか、また山武に来て買い物しようとか、そういう意識は薄いんですよね。

　ただ、山武に行って、もらうだけもらって帰っておしまいというのがすごく多いなと思って、またこのコンサートでも、ロードレースでも同じだったんですけれども、またこの後のサマーカーニバルもそうなんですけれども、この大きなイベントをやることで、山武の人たちが自分から盛り上がっていく行事でいいんですよ。ではなくて、これにたくさんのお金をかけますよね、80万円かける。このプロの出演料というのは、山武の人に払って、山武からプロになった人が帰ってくるのか。そうじゃなく、たまたまどこかのプロの人に、よその人に金を払う。音響、照明、すべて、アルバイトも、山武の人がアルバイトでお金がそちらに回るんならいいんですけれども、イベントをやるたび、やるたび、まるきりよそにばらまいて、山武には何も残らないで終わってしまった。そういう例が多いような気がするんですね。

　ですから、せっかくこれだけのお金をかけるんですから、山武に役立つものでという思いがすごくあるんです。その判断がこれだけでわかるかな。例えば全部無料です。よその人がインターネットでわかる人たちは、無料なんだ、行きました。いい音楽を聞いてよかったで帰って終わりなんですよね。そこでお店をいっぱい出した人たちが、そこで大体ほとんど持っていきました。人がつきました、売りました。片付けて帰ります。ほとんど儲かっていないのです。ただ、損しなければいい。そこで楽しい思いをしたからいいやと思って出店を出した人は、そこで思うんですよ。今、小山副会長が言ってくれたように。

　その後、あそこのあれがおいしかったから、東京のほうから、千葉のほうから、わざわざそのお店を尋ねてきて買い物に来てくれるという状況なら私は大賛成なんですけれども、そういう形にイベントがなっているのかどうか疑問なんです。すみません。教えてください。

　ロードレースにしても、これにしても、サマーカーニバルにしても、いろいろな方が携わっているんですよね。ボランティアで……。
　ボランティアなんです。

　ボランティアで携わっているんです。合併して５年目を迎えて、やはり各旧４町村のわだかまりというのはあるのです。それをなくすような祭りですね。町村間の人間対人間の交流が、この祭りを通してできるイベントというんですかね、ほかの来てくれた人に、予算つけて配っても良いのですよ。そこに携わった人、また市民が参加して、４町村が交流ができるような場があればいいと思うのです。

　やはり東金なんかは、やっさまつりとか商工会を挙げてやっているわけですよね。合併していませんから、旧町村ならいろいろあったのを、今４町村合併して、蓮沼でやっていたサマーカーニバルをやるし、成東でやっていた納涼コンサートを市でやる。ロードレースを市でやるという形ですね。

　合併して何が大事かといったら、やはり市民の交流が一番大事だと、そういう場があるということ自体がいいと思うのですけれども。

　ありがとうございます。私はちょっと行くと、行くたび、行くたび、大体会う人が同じなのですよ。ならば、会う人が同じではない人たちを誘い出すということにちょっと工夫をしていただきたいなと思います。

　それは条件で良いではないですか。

　そうすれば反対ではないのですよ、私は。

　それは何もさんぶの森だけではなくて、すべてのものに……。
　このコンサートを通り越して、サマーカーニバルに入っている。

　成東町時代は、ここでやったわけですね。それで、200人か、そこらの人数であったのが、今度、合併して何名か一挙に1,500人、やはり見てみると大したものだな。

　ところが、ちょっとさっき、それで私、この前、会長に売れたかと聞いたのは、それなんです。もっと儲けを出して、もっと経済的なものも煽らないと。補助金を投げるわけですから、それは補助金だから使ってしまっていいと言えばそうなんだけれども、それで客は、みんな経済的な潤いがあるにやはり越したことはないのだよね。そうでしょう。

　出品者は、その出品場所代を払う、例えばこれ基金を一銭ももらわない、独立した店舗、店舗でやっているんです。
それで、要するに人が大勢来る、出店が増えれば、それだけ今度、出店者からも幾らかもらえるし、運営していくのに非常に予算的に楽になる。

　そういう希望を入れまして、この山武市の納涼コンサートいかがでしょうか。適当であるというふうにお考えの皆さんの挙手をひとつお願いしたいと思います。

（賛成者挙手）

　ありがとうございます。過半数を超えることで適当であるというふうに結論づけたいと思います。

　次に、３番目、サマーカーニバル実行委員会補助事業ということについてご意見がありましたらお願いいたします。

　どうぞ、田邉委員。

　サマーカーニバル、これは蓮沼村がもとですよね。この間、どうでもいいのだけれども、当日行ってみると、大分交流的には場慣れしてきて、山武市いいかなと、こう私は思ったのですけれども、いわゆるサンバを頼んでくるとか、そういうものが、あれは頼めば金をとるわけです。そういうものを何か少しずつ変えていかないと、金払って頼んで来るものばかりでは、これは芸がないと言えば芸がない話ですね。

　かつて蓮沼の観光のキャラバンなんかに行くと大漁節をやって、埼玉の大宮の駅前なんかはものすごい人が集まったものなんですよ。だから、何も浅草のサンバを頼まなくて、何か工夫すれば、もっとあれだけの場所があるんですから、中身をチェックしていく時に来ているんじゃないですかね。やることはいいことですよ。蓮沼から脱皮して、山武市型になってきたというのはあるので私はずっと言っていますから、ありありとわかってきています。

　結局、出演者にお金を出して頼めば、どんどん膨らみますし、それでほとんど使ってしまうじゃないですか。

　そうそう。

　この中では、花火が目玉になって、22年度は700発ですか、1,000発打ち上げられるというふうになっています。ですから、だんだん規模が膨らんでくれば、お金もかかってくるし、それからおっしゃったように、いろいろなカーニバルの人を頼めば頼むほど、またそういう出演料がかかってくるし、そういうことです。

　ぜひそういう地元の工夫がほしいということ、そういうことですよね。

　はい。

　外に向けて発信する力というのも利用しないと、逆に外側から山武はいいことやっているねと言われると、山武市に住んでいる人は、あれ、俺住んでいるところ、結構いいところだなと思い直すのではないかと思うんですけれども、中で一生懸命盛り上げようとしても、やっているねというだけで終わってしまっていたのですけれども、それを外側から結構良いことしているね、格好良いことやっているじゃんというような、そういうイベントにしていったほうが良いと思うのです。

　例えばさっき田邉さんが言っていましたけれども、お金払って来てもらうんじゃなくて、何かしらの、例えばダンス甲子園みたいな大会を開いて、そこで全国から集まってもらって、そういう大会を開く。大会を開くというのは、結局そこに及ぼす、例えば家族だとか、親戚だとか、そういった集客に必ずつながっていくと思うんですけれども、そういったプラスアルファ持つような大会にしてみれば良いのではないかと。

　外に向けて発信して、そういういろいろな大きい事業をやって、お客さんは……。
　逆にその余波ではないのですけれども、何かの影響を与えて、うちのほうは便利だよと。だから、みんなでバスで行こうと。千葉のそういった、子供達が来れば、家族も来るので、宿も必要になるかなと思うのです。

　小さいけれどダンスやっているんですよ、順番づけやっているんですけれども、ちょっと見えないんですよね、私たちには。もっと大きく外に。

　そうですね。

　何か今回、テレビから、ベイエフエムから大分大きくやるそうですから。

　ただ、ＣＭ打つだけだと結局駄目なので……。
　ＣＭだけでしたか。

　ＣＭだけでは駄目なんです。

　実際は放送されないよ。

　放送されないの、こんなにお金かけて。

　田邉さんよくご存知だと思うんですけれども、以前、本須賀の海岸でベイエフエムが……。
　なかなかメディアを連れてくるというのは大変だから、相当人と人とのこれですよ。これだけではないんだよ。あれだけではない。人と人とのつながりですよ。

　放送で流したときには、これだけ若い人が来るのかというほど来ていました。

　あとメディアを呼ぶには、市全体でそこに取りかかっていないと無理。

　だから、今、湖島さんのおっしゃっていたような形の方法が、だから、さっきの花にしてもそうなんですけれども、ちょこ、ちょことあちこちでもって、それぞれがみんなやって、それが何になったんだというと、結局最後は雑草で埋もれてしまっているわけですよ。それだったら、みんなでまとまって、例えばそれこそＮＨＫに写真を投稿したり何かして、春にはこういうお花畑があるんだよ、春にはこういう花が咲くんだよとか、秋にはこういうものが咲くんだ、そういうものにしていかないと、なかなか市の活性化みたいなものにならないし、またさっき副会長が言っていたように、市が一つにまとまる、そういう要素にもなってくると思うんですよね、そういう大きなものができてくると。

　だから、合併して間もないからなかなかまとまらないと。田邉さんは大分よくなってきたとおっしゃっていたけれども、私、合併したときからずっと区長やっているんですけれども、全然区長会でもって、初代の会長は今どなただったか覚えていません。次の方も全然覚えていません。話をしたこともないんですから。そんな状態の中で、なかなかやはり一つにまとまっていくというのは非常に難しいと思うんです。

　それは工夫して、積極的に……。
　こういう状況の中ですよ。

　やっていただきたい。

　だから、もうちょっとそういう大きなものを市全体でもってやって、ほかから人を集めるというようなことを重点的に考えたほうがいいんじゃないのかなというふうには、今、湖島さんおっしゃったのと同じにして、そういうふうに感じています。すべての事業が。

　物事は何でも小さい灯火から広がって、交流事業ですか、に広がって、先ほど説明ありました他団体のほうへもいくというふうに広がっていくような基礎づくりがこれだと思いますけれども、いろいろご意見ありますけれども、時間もありますので、すみませんけれども、サマーカーニバル実行委員会の補助について適当であるという賛成の方、挙手をお願いいたします。

（賛成者挙手）

　ありがとうございます。適当であるというふうに判断させていただきます。

　次に、医学生奨学金事業、長谷川さんがおっしゃいましたように、ご意見が出されましたけれども、これについて皆さん方のご意見はありますでしょうか。

　庁内では、先ほど16人開業医が現在いらっしゃるというふうにおっしゃっていましたね。お医者さんが何人いるんだろうな。

　勤務は貸付期間と同期間、勤務しているんですね。10年貸付すると、10年間勤務してもらう。10年間……。
　そのうちに開業しちゃう人もいるのではないですかね。だから、10年ぐらいと言っているのではないかなと思うんですけれども。

　一旦免許を取ってしまうと、いいところからお呼びがかかってしまったら行ってしまうのではないかな、寂しいですけれども。

　会長、それはもうずっとですよ、これから先はずっと取りっこですから。さっきちらっと話したのですが、内科の先生が山武の医療センターに新たにおみえになったんですよね。良かったなと思いましたよ。一生懸命努力しているんだなというふうに感じました。

　そうですか。

　これはやはりあるんですけれども、今まであったんですよ。突然変わったわけですからね。何らかの原因で、そういう制度が変わったということなので、何とか通常の対策として、こういうことを事態がやまないと、病院がもたないというようだから、これはやらざるを得ないだろうと思うんですね。

　だから、やはり何とか要望していくというか、改善方法を、やはり要望を続けていくというか、そういう意思表示を市としても検討してやっていかないと、これは毎日こんなことをやったってしようがないですよ。続かないです、地方公共団体だって、恐らく。だから、国だって困っていると思うので、改善したいと希望を持っておられると思うのですね。だから、そういうことを要望しながら、これは意見として書くかは別として、そういうことを期待しながら、これはとにかくは明日のことの問題ですからね。

　我々にとっては、最後のよりどころ……。
　明日の問題みたいなものですからね。

　建物は良いけれども、お医者さんがいないのでは……。
　質の問題だって、質の問題もあるけれども、しかし、数の問題もあるんですね。そういうことで作っていただきたいと思います。

　ありがとうございます。

　それでは、私も大事なことだと重々思っています。ぜひ続けてもらえるようにお願いしたいなと思って、それでは、皆さんのご判断お願いします。

　医学生の奨学金貸付事業について適当であるというふうにお考えの方、挙手していただきたいと思います。

（賛成者挙手）

　ありがとうございます。適当であるというふうに判断させていただきます。

　それでは、最後の５番と６番、これも既にやっている事業でしたっけ。
　５番はやってます。

　５番はやっているんですね。そうですか。

　５番についてのご意見等ありましたらお聞かせください。

　これは既に実施している、これでしたっけ、さっき大類さんが言った作田川の花の……。
　そういうものも含まれてしまっているから、これ１つでもっていいですよというのは言いづらい部分がありますよね。例えば花の件は別にして、ほかのこれはいいというと、まとめて全部乗っかってしまっていますから、ちょっと返事が皆さんも大分手間だと思うけれども、駄目なものがあっても、ごっちゃになってしまっていますから……。
　たくさんあります、７件からありますから。

　花も入っているわけですよ、雑草に埋もれた。

　あれは駄目だ。
　そうそう。

　それもあるんだから、定期的にちゃんときれいにしてやれば良いのだよね。

　それもそうですし、例えば行政のほうでも、金だけ出してしまったら、後はどうなっても構わないというのでは困るわけだから、行政にだって責任あると私は思うんですよね。あとは雑草に埋もれて構わないのだったら、誰だってできます。やはりその先が、もちろんやる人が一番大事だけれども。

　はい。

　九十九里まちおこし協議会というのがあるんです、大網、九十九里、東金とかが入っている、旧山武郡の。サンライズの周辺の課題が出ているんですけれども、予算がないからここまでしかできないと。そうすると、ここからこっちの人はやらないわけ。そうすると、見ていると、自分たちでやるよね、近くをきれいにすると。少しずつでもみんなボランティアでやるんだから、やってやったほうが良いではないですか。そうすると、その地区でまとまって、こっちがきれいになれば、こっちきれいにして、色々な花壇なんか植えている。だから、そういうのが本当のまちをきれいにする。

　だから、さっき言ったように、私、道路の反対側までマンションの周りは全部雑草を抜いていますけれども、それのほうが先ではないかと。花を植える前に雑草を抜けと言いたくなってしまうという……。
　欲しいものを出してやれと言って、余分に買って出していますよ。

　なかなか植えることはできるけれども、後始末というのは……。
　よくやっていますよ。

　もうちょっと広まって、それをきっかけに広がってもらいたいというのがこの狙いでしょうけれどもね。なかなか進めるにしても大変ですね。

　この全部が駄目というわけじゃないんですけれどもね。

　審査会構成というところに、審議会にこっちのやつをこうやって入れてもらえばいい。

　審査会のほうへですか。

　ええ。

　私、審査会のほうのあれでやっていますが、こっちはキャンセル……。
　だって、まちづくり事業は審査会になっていないです。

　なっていないんだ。

　交流のほうは審査会になっています。

　交流のほうだけか。

　それぞれ１つ１つに何かありますか。

　はい、野口さん。

　ＮＰＯや市民活動団体がそれぞれ地域で細々とやりながらでも、一生懸命頑張ってくれているので、そういうところは幾つかでも補助をいただければいいなと思いますので、私は賛成したいと思います。

　あとは何かご意見ありますか。

　やはり誰かきっかけになって事業をやるというのも、なかなか大変なことです。言うのは易しいけれども、本当のことを言って、やるということは、その人たちにとっては、本当の努力で、ましてやほとんどボランティアでやっていただいているんだと思います。少しでもお手伝いしてあげたいというようなことから、そういうふうに運用益を活用させてくださいというお願いが出たんだと私は思っていますけれども……。
　これは１年間でしたっけ。

　それぞれの事業ですか。

　ええ。

　そうです。それぞれ市民提案型も交流も１年間の中で完結ですね。
　年間。１年間で30万円。

　30万円と、交流のほうは年間で50万円。

　お金を利用するには、やはりＮＰＯ法人とか、そういうのでなければ駄目でしょう。今、俺らはそれこそ何人かでやっているのだけれども、この間、あなたがいないときに企画へ行ったんだ。話を聞いていると、やはりこれはＮＰＯ法人か何かつくらなければ駄目だなと思った。

　要するに１年間で、この金額だと。

　これだけではできません。これプラスアルファがいっぱいあります。何でこれぐらい、ちょっと今まで頑張ってきたものと、今も頑張っているところにご褒美的に援助してもらえるといいなというぐらいです。

　継続的に。

　継続的。もう継続的になったら、一部の人ばかりになってしまうから、いろいろな人がかわり番に応援してもらえれば続くのではないでしょうかね、まち全体が。いつも同じところばかりではなくて。

　これは何年間、３回ぐらい出してもらう。３年、３回……。
　24年までですよね。

　継続して出してもらえるのか。１回目と２回目に伴って、年度……。
　１回ごとに審査があって、もらえる。団体によっては、連続してもらっていますよね。

　連続する場合、何年、期限はないんですか。

　規定はないみたいです。

　２回までですね。
新規団体が３回。

　そうですか。そうすると、それから、土台になるもので、でき上がらないと潰れてしまいますね。

　だから、継続して何年間の計画でこういうふうにしたいと思っているボランティアの団体は、非常に不安定なんですよね。

　やはり継続する団体というのは、何か言われたときに、自分達でやってるのだからしようがないですけれども、参加費とか取る団体ならいいけど、補助金だけでやるという団体は、継続はちょっと厳しいです。

　補助金というのは、永久にあるべきものではないかなという、そこら辺も難しく考えなければいけませんね。

　今はメディアを利用する、先ほど言ったでしょう。今一番やればいいんだよ。森田健作でしょう、知事が。本須賀海岸に菜の花を植えたでしょう。あのときに、沼田さんのところへ行って、ＮＨＫの千葉支局の中を菜の花で飾りたいけどもどうだろうかと言ったら、いいねと、やってくれるかいと、こう言われたからやるよと言ったら、自分が電話して、すぐ持ってこいと言って持ってこさせて飾ったの。これどこにあるんですか。成東海岸だと。すぐにとりに行く。知事の力、電話一本で違うんだから、それこそ今、うちのほうの行木会長はあれでしょう、後輩でしょう。だから、石渡副知事に言ってもいい。そうやってやれば、やはりＮＨＫなんか、県から言われるとすぐですよ。

　いちごもそうだから。朝、テレビかけたら、栃木のいちごが出ていた。
そうしたら、電話かけろと、知事が。栃木のいちごに出られたよと、会長に怒られてしまったよと、こう言うわけ。今、ＮＨＫに電話かけるからと、ＮＨＫに栃木のいちごもうまいかもしれないけれども、千葉県もいちごがあるんだ。成東のいちご。すぐだよ、電話が来て。すぐ撮影に行きますからお願いしますと、こうだから。

　メディアを活用するというのも、一つの方法でしょうね。これは困ったな。この事業は、皆さん方のご意見等を一括して聞くしかないんですよね。

　提案型まちづくり事業、きっかけでできたのか、最後には十分整って事業が続いているというようなことまで、先ほども説明がありました。

　内容的には、すばらしい皆さんの活躍があると思います。いたし方ないんですけれども、ご意見ないようでしたら、一応ここで提案型まちづくり事業についてご意見をまとめて、審議の結果にしたいと思います。

　適当であるということで賛成できる方、ひとつ挙手をお願いしたい。

（賛成者挙手）

　ありがとうございました。それでは、適当であるというふうにまとめさせていただきます。

　では、最後になります。市民提案型交流のまちづくり推進事業についてのご意見を伺わせていただきます。

　何かご意見ありますか。

　私、聞いていいかな。ちょっと聞かせてもらいたいのだけれども、補助した後の効果というのは、先ほどちょっと大類さんがおっしゃったように、それぞれの事業については確認しているのかなというのと、それからこの結果はどうなっているのか。

　今、市でやっている事業というのは、１個１個評価表というのがあるんですね。これは事務事業評価という仕組みを使っているんですが、これにすべて評価をしています。

　評価をした結果を、これは1,100とか、１個１個の事業になってしまうと、そのぐらいになってしまうのですね。1,000から1,200とかですね、年によって違うのですけれども、それを全部個別配布というのはなかなか難しいものですから、とりあえず今のところはホームページにこれを公表しています。

　その結果、これはやはり我々が１個１個の事業を予算査定をするのと一緒で、効果がないというものについては、施策はこの予算の中でちょっと削っていくとか、そういう仕組みがあるんですね。

　ただ、今回のいわゆる一般財源に対して特別な財源、特財ですので、ここで認められると、ある程度担保されるんですね。

　担保されるんですか。

　担保されます。

　ただ、これは私どもの今回提案しているのは、市の仕組みの中を通ってきていますので、きちっとこれが次にまたこれを提案したときに、それが検証してはじかれてしまう可能性があるんですね、逆に。ですから、そういう仕組みの中では、きちっとこれは評価をして、評価結果は公表していくと。

　その集大成というのは、もっと大きなくくりなんですけれども、まちづくり報告書というのを今年から出すようにしています。６つの政策、28の施策、108の基本事業、その下にこういう小さな事業は1,100程度全部ぶら下がっているんですね。

　実は６つの政策は、市の目指す姿を実現するために設けられた政策なんです。それを具体的にやると、28の施策に分けているんですね。それは28でも大き過ぎますので、それをもうちょっと掘り下げたのが108あるんですね。その下に１個１個の事業がぶら下がっているんです。

　ですから、１個１個の事業が目的と手段の関係にあって、すべての事業がうまくいくと、結果的に６つの政策がうまくという、そういう仕組みになっているんですけれども、非常にちょっと難しいんですけれども……

　事業評価は……。
　そうです、しているということになっています。

　それは大類さん、さっきおっしゃったように、事業評価しているというんですから、失礼だけれども……。
　あれだから、少ないですよ、会長。見ているだけ広いものですから。

　市が評価してるんですから、委員も評価していれば良いのではないですか。

　その評価が間違っているみたいです。

　そうですね。その可能性はありますね。

　評価しているなら、あれは間違いだ。

　現況は見てないとさっきおっしゃった。

　ですので、今までの事業については、例えば個々の事業についてはまとめて評価をするんですね。実は先ほど言いましたように１個１個の、先ほど幾つか出ていましたよね。この１個１個の事業については、それぞれの例えば審査機関がありますから、当然今回でいけばありますよね、８人の方に審査してもらっていますので、それは次回にもし出てくるとすればやらなければいけないのですけれども。ですから、この市民提案型まちづくりの一つの事業としての評価はしています。

　ただ、１個１個のものについては、そこまではご指摘のとおりまだ行き届いていないというふうに思っております。

　この審議会にしても、今日やっているのは、市民提案型まちづくりのことでありますよと。運用益を使ってやってくださいだけなんですね。その後、どうなったかなというのは、この前もまたありました。それは今、公表しているそうですから……。
　あと審査会のほうには事業結果を報告しているんですよ、実はそれぞれ。こういう活動をして、こういうふうな効果が上がっていますよみたいなものは。

　効果が上がってもらわなければ困ってしまうものね。

　それは当然補助金をいただいていますから、当然その結果はですね。ただ、それがある程度事業が終わってしまうと、何年も続くと、それがだれかが見ていないと、やはり草も生えますし、その辺だと思うのですよね。１回補助金を得てやった事業を最後まである程度きちっと継続していくというところだと思うのですけれども。

　結局、補助金をもらって事業をやりました。補助金が切れました、終わりましたになってしまうというと、さっき言ったように草が生えてしまう、そういうことになるからね。それが生えないように広がっていってもらいたいというのが市のねらいであるでしょうけれどもね。

　計画表はとっていないですか。例えば花を植えますよという団体が申し込みますよね。そのときに何月から何月までは、こういうような……

　どうですかね、私もそっちの審査というか、それほど詳しく立ち入っていないんですけれども……。
　ただ花を植えますよというだけ。

　多分、花を植えるのだったらあると思いますけれどもね。

　花の種類だっていっぱいあるでしょう。春夏秋冬やっていましたよ。

　何か質問ありますか。交流型。これは今度、他の団体との連携事業を実施する団体。

　ちなみに、来年度事業に私、手を挙げていますので。

　そうですか。

　今年の11月７日に、青少年育成市民会議というのをやっていますが、そこで11月７日に、今、アサヒビールが全国にスーパードライ１本につき１円の助成をするというＣＭ等が流れていますけれども、環境保全の活動に。千葉県で今1,600万本飲まれていて、昨年、1,600万円、環境財団に助成が来たんです。そこで、市民会議で、成東の小松海岸にクロマツを2,000本植えるというところ手を挙げまして、その中から163万円いただきました。

　今、市民会議の中に17団体あるんですけれども、その17団体、さくらの会を入れて18団体、それで運営をして、市内の小中学生、先着200名ですけれども、規模的に400名募集をして、役員として500名、500名でこの2,000本を植えようというのを11月７日に決定して、今、実行委員会２回やりまして、10月１日の山武の広報に募集の要綱が載ります。

　19校の小・中学校には、全員10月１日までに応募チラシが全員に配られるようになっています。そこで、やきそばと豚汁をその参加者に配るんですけれども、その予算が出なくなってしまったんです。それをどこから引っ張るか。アサヒビールからは飲食代は出ないんですね。市民会議で自然教室という事業を盛ってあって、そこには５万円あるんですけれども、それを出してもちょっと足らないという、幾らでもないのですけれどもね。

　幾らぐらい足りないの。

　出してくれるんですか。多分５万円ぐらい足りないのではないかな。

　一応それには県知事も招待出しましたし、代理が来るんですけれども、環境財団の理事長、アサヒビールの販売部長、椎名市長に松下県議、松下県議が三原じゅん子衆議院議員を呼ぼうかという話も出たんですけれども、そこはちょっと厳しいですけれども、あとはメディアは、千葉テレビから千葉日報、ＮＨＫ千葉支局、そんなのが来る予定になっています。

　県庁は、あそこは飛び込みで行っても、これはいいなと言ったら来るよ。あるいは県庁の中に記者クラブというのがありますから、あそこへあいさつに行くんですよ。

　そういえば、行くと、新聞社は幹事はだれですかと、必ずどこか行かせますと言うから……

　そこは私は行かなかったんですけれども、県の女性会館の職員が代わりに行ってくれました。

　そういうことですか。頑張ってください。

　18団体。

　そうですか。

　100名応援に来てくれるそうです。

　松は枯れてきているからね。

　それこそ、あと県知事と最低３年、植えた後の除草作業をお願いしますという契約書を書かされました。植えっぱなしではなくて。私は農家ですから、１人でも刈りに行きますと言いました。

　今、松くい虫の食わない松、あれを植えるといいですよ。

　小山副会長の活躍を期待します。

　それでは、最後になって、ご意見だけでは、市民提案型交流のまちづくり推進事業ということで審議結果、適当であるというふうに賛成してくれる方、皆さん方の挙手をお願いいたします。

（賛成者挙手）

　ありがとうございます。結果、適当であるということです。

　以上、本日説明を受けて、成東地区地域審議会としてはいずれの事業とも適当とさせていただきます。

　あとご意見等どうしますか。

　今、会長のほうからお話をまとめていただいたように、各全事業とも適当であるということで、成東地区の地域審議会のほうの意見でございました。こちらのほうで間違いはないかと思います。

　その中で、その他事項等、例えばロードレース大会補助事業であれば、地域活性化につながるような形で努力してもらいたいとか、スポーツ振興、体力向上のため、または市内の各小・中学生の旧町村間のわだかまりをなくすような形の交流、そういったのが生まれるような形で事業を実施してくださいとかいうようなその他事項として記載する事項は、今回出た意見をまとめてさせていただきたいと考えております。

　プラスの補足的な部分で、各事業において、それぞれロードレース大会、「山のおんぶ」、サマーカーニバル、医学生奨学金、あとは最後の今話していただきました市民提案型まちづくり事業等あるんですが、こういう形であればオーケーですというようなちょっと注意事項、今全部適当でありますという話であるんですけれども、注意事項をこういう形にしていただきたいとかいうのがあるのであれば、理由欄等でちょっと記載をしたいと思うんですが、そういうことがなければ、すべていろいろと上がった意見は備考欄で記載という形でよろしいかどうか、ここら辺をちょっと確認をしたいかなと。

　総体としては適当であるということで、これは皆さん方、ご承認いただけたと。

　ただ、それぞれの項目、事業についてご意見がありましたので、それはこういうような意見が出されたと附帯意見としておつけするという内容でよろしいでしょうか。

　申請した部署に、もうちょっときちっとした最終的な報告をお願いしたいというのもつけ加えてください。来るときだけ、みんな係の人が来て頼んでいって、あとは報告がないというのはおかしいのだよ。その辺をきちっとしていただきたいという要望をつけ加えておいてください。

　報告をするようにということ。

　今のは全事業、１から６まで。

　そうです。

　それは当然、今回、計画が決定して、それで事業を実施した後、その結果の報告、それは当然当初の地域振興基金運用益の活用方法の中でも定めてありますので、それは当然行います、事業自体は。

　審議会にはないでしょう。

　審議会にあります。審議会にちゃんと報告はさせていただきます。事業の結果は。

　審議会にあるそうです。

　もう当初から決まっています。

　結構です。

　では、よろしいでしょうか。

　どうぞ。

　長谷川です。

　先ほどから何回も議論になっていますけれども、やはり振興ということで、最終的には経済効果を出して、税金を納めてもらうということが一番まちのためになるのではないかと思うんですね。ですから、やはり催し物をするのであれば、皆さんというか、広い方に色々知っていただくようにＰＲというか、こういうものがありますよということを色々な方向にわかりやすく発信していただくというのが必要ではないかと思うのですね。

　市民に対してですか。

　市民に対しても、外に対しても。やはり人と物が集まるところに色々な経済効果というものが出てくるんじゃないかと思うのですね。ですから、人であれば人を集められるようなやはり情報を出すということが必要だと思いますので、関係者だけが集まった催し物で、本来の経済効果というか、やはりそういう付加価値をつけて、まちが良くなるには、やはりお金がないと良くなりませんので、そういう経済効果というのも非常に大事ではないかと。

　どのくらい経済効果があったとか調べられたことはあるんでしょうか。

　ありません。経済効果というのではなくて、事務事業の評価という点では色々やらせていただいていますが、数字的に経済効果をどのくらいこれによって効果が上がったかというのは、今までやっていないです、正直に申しまして。

　それがすべてではないですけれども、必要なことの一つではないかと思いますので、振興という意味で。

　はい。

　振興基金ですからね。

　ということで、事業をここで適当であるということでご承認をいただいているわけですが、１つでももし見るなり参加できるなりするような事業がありましたら、皆さんも、審議委員の方も自分の目で見て、それを本当にこれは素晴らしい事業なのかどうかというのも、ぜひ市民の一人としても参加をいただければ非常に有り難いというふうに感じておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　ぜひ、６つあるそうです。１つでも結構ですので、自分の目で見、聞き、確かめて、次の年に役立つようにしていただきたいと思っております。

　最後になりました。貴重なお時間いただきまして、大変ありがとうございました。

　会長、よろしいですか。

　はい。

　最終的に、では、すべて６つの事業について適当であるということと、特に付記事項等はございませんということでよろしいですか。

　付記事項というのは……。
　備考欄のところで、こういったような話し合いが行われましたというのは、当然それは報告いたしますが、特にそれぞれの適当である中で、それに対する付記事項、そういったような特記事項等はないということでよろしいですか。

　はい。

　では、一応これで本日の会議は閉じさせていただきたいと思います。

　ふつつかな進行で申しわけなく思っております。

　以上をもちまして、成東地区地域審議会を終了させていただきます。

　ありがとうございました。

　




